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菊舎の太宰春台詩受容について



（41）

菊
舎
の
太
宰
春
台
詩
受
容
に
つ
い
て
　
　
李
　
夢
幻

は
じ
め
に

　

菊
舎
の
漢
詩
創
作
に
影
響
を
与
え
た
も
の
と
し
て
、
拙
稿
「
菊
舎
と
『
東
皐
琴

譜
』
―
琴
譜
の
歌
辞
か
ら
漢
詩
へ
」（『
岡
大
国
文
論
稿
』
五
三
、
二
〇
二
五
年
三

月
）
で
は
、
菊
舎
が
本
格
的
に
漢
詩
を
作
り
始
め
た
時
期
か
ら
、
七
絃
琴
の
琴
譜

『
東
皐
琴
譜
』
に
見
ら
れ
る
歌
辞
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

一
方
、
中
国
詩
及
び
江
戸
漢
詩
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
稿
者
は
『
田
上
菊

舎
全
集
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
、
以
下
『
全
集
』
と
略
記
す
る
）

に
収
め
ら
れ
た
三
三
四
首
の
漢
詩
（
詩
の
形
式
を
持
た
な
い
琴
歌
・
詞
・
断
句
詩
、

重
複
を
除
い
た
数
）
を
対
象
と
し
、
中
国
古
典
詩
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
搜
韻
」
お
よ

び
江
戸
漢
詩
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
雕
龍
日
本
漢
文
古
籍
検
索
叢
書
シ
リ
ー
ズ
（
日
本

漢
詩
）」、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
菊
舎
周
辺

の
詩
人
に
よ
る
詩
集
一
も
参
照
し
な
が
ら
、
菊
舎
の
詩
作
に
影
響
を
与
え
た
和
漢

＊　

岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

一　

確
認
し
た
菊
舎
周
辺
詩
人
の
詩
集
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

 　

�

山
根
南
溟
『
南
溟
先
生
詩
集
』（
寛
政
九
年<

一
七
九
七>

）、山
田
時
文
『
北
海
集
』（
文

化
五
年<

一
八
〇
八>

）、
亀
井
曇
榮
『
禅
月
楼
集
』（
刊
年
不
明
、
詩
題
に
元
号
が
記
さ

れ
て
示
し
た
も
の
と
し
て
天
明
六
年<

一
七
八
六>

〜
享
和
二
年<

一
八
〇
二>

の
詩
が

あ
る
。）、高
本
紫
溟
『
紫
溟
先
生
詩
集
』
一
巻
（
古
城
貞
吉
等
編
『
肥
後
文
献
叢
書
』（
二
）、

歴
史
図
書
社
、
一
九
七
一
年
）、
松
永
子
登
『
石
城
唱
和
集
』（
刊
年
不
明
、
享
和
二
年

の
古
典
詩
を
調
査
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
中
国
詩
に
つ
い
て
は
以
下
の
作
品
の
影
響
が
確
認
で
き
た
。
す
な

わ
ち
、『
詩
経
』
か
ら
は
七
首
（
国
風
・
邶
風
「
凱
風
」「
匏
有
苦
葉
」「
燕
燕
」「
簡

兮
」
三
首
、
召
南
「
甘
棠
」、
周
南
「
汝
墳
」、
小
雅
・
魚
藻
之
什
「
緜
蠻
」）、『
唐

詩
選
』
か
ら
は
九
首
（
常
建
「
三
日
尋
李
九
荘
」、
杜
甫
「
絶
句
」、
張
説
「
幽
州

新
歳
作
」、
王
建
「
十
五
夜
望
月
」、
崔
惠
童
「
奉
賀
同
前
」、
李
白
「
子
夜
呉
歌
」

二
首
、「
黄
鶴
楼
送
孟
浩
然
之
広
陵
」、
杜
審
言
「
和
晋
陵
陸
丞
早
春
遊
望
」）、
そ

の
他
、
劉
徹
「
秋
風
辭
」、『
古
詩
十
九
首
』「
明
月
何
皎
皎
」、
陶
淵
明
「
飲
酒
其

五
」
二
首
、
唐
詩
一
一
首
（
李
白
二
首<

「
幽
澗
泉
」、「
春
日
獨
酌
・
其
二
」>

、

王
維
四
首<

「
送
元
二
使
安
西
」
三
首
、「
與
盧
象
集
朱
家
」>

、
白
居
易
「
官
舍

内
新
鑿
小
池
」、杜
牧
「
送
隱
者
一
絶
」
四
首
）、お
よ
び
明
詩
三
首
（
孫
傳
庭
「
聞

笛
」、「
聞
砧
」、
袁
凱
「
喜
洪
山
人
恕
複
至
」）
で
あ
る
。

　

中
国
詩
の
影
響
が
確
認
さ
れ
る
作
品
数
は
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ

で
は
、
江
戸
漢
詩
の
影
響
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　

菊
舎
に
よ
る
江
戸
漢
詩
の
受
容
は
主
に
江
戸
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
古
文

辞
派
の
詩
人
に
限
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
江
戸
中
期
の
詩
人
の
受
容
で
は
、
龍
草

<

一
八
〇
二>
か
ら
文
化
三
年<

一
八
〇
六>

ま
で
の
唱
和
詩
を
収
録
す
る
）

菊
舎
の
太
宰
春
台
詩
受
容
に
つ
い
て
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盧
に
よ
る
「
三
月
三
日
幽
蘭
亭
同
賀
藩
女
才
子
小
淵
賦
二
首
（
其
一
）」
お
よ
び
、

太
宰
春
台
の
『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』
後
稿
巻
二
に
収
録
さ
れ
た
一
三
首
の
受
容

が
確
認
で
き
る
。

　

ま
た
、
江
戸
後
期
の
詩
人
で
は
、
菊
舎
の
周
辺
詩
人
の
亀
井
曇
榮
と
山
根
南
溟

の
影
響
が
見
受
け
ら
れ
る
。
亀
井
曇
榮
は
、
刊
本
『
手
折
菊
』
に
も
た
び
た
び
名

が
登
場
す
る
人
物
で
あ
り
、
菊
舎
と
親
し
く
交
流
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
菊

舎
が
亀
井
曇
榮
（
幻
庵
）
の
詩
を
踏
ま
え
た
と
考
え
ら
れ
る
例
と
し
て
は
少
な
く

と
も
二
首
が
確
認
で
き
る
。
一
つ
は
幻
庵
の
贈
詩「
古
黄
山
雨
中
作
贈
一
字
庵
主
」

（『
石
城
唱
和
集
』
所
収
）、
も
う
一
つ
は
幻
庵
の
詩
集
『
禅
月
楼
集
』
に
収
録
さ

れ
た
「
贈
某
遊
衲
」
で
あ
る
。

　

一
方
、
山
根
南
溟
の
名
は
『
全
集
』
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
彼
の
詩
集
『
南
溟

先
生
詩
集
』
巻
三
に
は
「
贈
別
菊
舎
」
と
い
う
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

山
田
北
海
の
『
北
海
集
』
に
あ
る
「
贈
菊
舎
尼
叙
」
に
は
「
菊
舍
尼
者
先
師
南
溟

之
舊
知
友
也
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
菊
舎
と
南
溟
が
旧
く
か
ら
の
親
し
い
友
人
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
南
溟
先
生
詩
集
』
に
収
録
さ
れ
た
「
不
羈
坳
」「
冬
夜

登
樓
」「
雩
山
」「
初
秋
感
懷
」
の
四
首
は
、
菊
舎
の
漢
詩
に
影
響
を
与
え
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
江
戸
中
期
の
詩
人
太
宰
春
台
に
よ
る
詩
の
受
容

が
一
三
例
と
最
も
多
く
、
他
の
詩
人
と
比
較
し
て
際
立
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
菊
舎
に
お
け
る
春
台
詩
の
受
容
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に

彼
女
が
『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』
を
受
容
し
た
背
景
お
よ
び
そ
の
要
因
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
。

　

本
論
に
入
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』
お
よ
び
太
宰
春
台
の

詩
論
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
簡
単
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

一　
『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』
と
太
宰
春
台
の
詩
論

　
『
春
台
先
生
紫
芝
園
稿
』
は
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
太
宰
春

台
の
詩
文
集
で
あ
り
、
全
体
は
二
十
二
冊
（
目
録
一
冊
、
前
稿
五
巻
五
冊
、
後
稿

十
五
巻
十
五
冊
、
付
録
一
冊
）
か
ら
な
る
。
漢
詩
は
前
稿
巻
一
、
巻
二
と
後
稿
巻

一
、
巻
二
の
四
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

成
稿
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
春
台
が
伝
通
院
に
寓
居
し
て
い
た
享
保
六
年
（
一

七
二
一
）、
江
戸
の
大
火
に
見
舞
わ
れ
、
そ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
い
た
著
述
類
が
尽

く
灰
燼
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
友
人
知
人
と
の
間
で
唱
和
や
贈
答
に
用

い
た
詩
文
を
求
め
て
入
手
し
得
た
の
み
を
編
集
し
た
も
の
が
『
前
稿
』
に
あ
た
る
。

つ
ま
り
、
荻
生
徂
徠
に
入
門
す
る
以
前
の
京
阪
流
寓
時
代
か
ら
享
保
六
年
ま
で
の

作
品
を
春
台
自
身
が
編
纂
し
た
の
が
『
前
稿
』
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
、
没
年
ま
で

の
詩
文
を
収
録
し
た
の
が
『
後
稿
』
で
あ
る
。『
後
稿
』
は
春
臺
の
没
後
、
遺
命

を
受
け
た
門
人
達
の
手
に
よ
っ
て
編
纂
が
進
め
ら
れ
、宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
に
、

『
前
稿
』
と
と
も
に
『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
同
時
刊
行

で
あ
り
な
が
ら
、『
前
稿
』
と
『
後
稿
』
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
点
に
は
、

そ
う
し
た
編
集
経
緯
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
二

二　
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
三
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
四
月
）
三
一
九
頁

 　

�（
日
野
龍
夫
解
説
）、『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
六
年
一
月
）
小

島
康
敬
解
題
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『
紫
芝
園
稿
』
に
収
録
さ
れ
た
漢
詩
の
特
徴
に
つ
い
て
、
本
文
は
白
文
で
書
か

れ
て
お
り
、
字
の
四
角
に
半
圏
を
加
え
た
「
點
發
」
が
施
さ
れ
て
い
る
。
本
来
は

こ
の
詩
文
集
が
断
固
中
国
音
で
読
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

示
す
。
蘐
園
社
中
に
お
い
て
も
と
り
わ
け
華
音
に
通
じ
て
い
た
春
臺
の
意
志
が
そ

の
編
集
方
針
に
貫
徹
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。『
徂
徠
集
』
は
今
お
き
、
蘐
園

同
門
の
他
の
詩
文
集
、
服
部
南
郭
『
南
郭
先
生
文
集
』、
山
懸
周
南
『
周
南
先
生

文
集
』、
安
藤
東
野
『
東
野
遺
稿
』、
平
野
金
華
『
金
華
稿
刪
』、
そ
の
い
ず
れ
も

読
者
の
便
を
は
か
っ
て
、
返
り
点
、
送
り
仮
名
を
付
し
て
い
る
の
と
は
様
相
を
異

に
す
る
。
こ
の
点
で
も
春
臺
は
妥
協
を
許
さ
ず
徂
徠
学
の
方
法
に
忠
実
で
あ
ろ
う

と
し
た
。
三

　

春
台
の
詩
風
は
、
古
文
辞
派
に
属
し
な
が
ら
も
擬
古
主
義
の
傾
向
は
希
薄
で
あ

り
、
全
体
と
し
て
平
易
な
作
風
を
特
徴
と
す
る
。
四
宋
詩
を
排
斥
し
、
宋
儒
の
詩

論
を
誤
り
と
す
る
点
、
ま
た
華
音
を
学
び
漢
詩
を
直
読
す
べ
き
と
主
張
す
る
点
な

ど
は
、
師
で
あ
る
荻
生
徂
徠
の
説
を
踏
襲
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
古
文
辞

説
に
対
し
て
は
批
判
的
立
場
を
と
り
、
こ
れ
に
反
対
し
て
い
る
。
ま
た
、
明
詩
鼓

吹
に
反
対
し
、
経
学
詩
文
兼
修
論
に
も
異
を
唱
え
、
詩
文
を
具
と
し
て
経
学
を
主

と
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
徂
徠
の
辞
法
具
備
論
に
対
し
て
は

「
法
」
を
主
と
す
べ
き
と
し
、
格
調
説
に
対
し
て
は
批
判
的
態
度
を
示
す
に
至
っ

て
い
る
。
加
え
て
、
春
台
は
厳
羽
の
詩
論
を
高
く
評
価
し
、
そ
の
影
響
を
受
け
て

三　
『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
六
年
一
月
）
小
島
康
敬
解
題

四　

前
掲
注
二
日
野
龍
夫
解
説
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
三
巻
三
一
九
頁

い
た
こ
と
五
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

以
下
で
は
、
春
台
自
身
が
著
し
た
「
詩
論
」
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
内
容
を
確

認
す
る
。

明
人
之
詩
其
多
數
倍
唐
人
。
且
如
與
人
贈
答
。
唐
人
不
過
一
二
首
。
明
人
多

至
十
餘
首
。
寡
亦
不
下
數
首
。
言
盡
而
意
不
給
。
故
多
用
事
填
塞
。
摭
唐
人

成
語
而
綴
緝
以
成
章
。
其
巧
在
飣
餖
。
篇
章
雖
多
。
無
復
異
味
。
李
于
鱗
最

有
此
患
。
王
元
美
曰
。
三
首
而
外
。
不
耐
雷
同
。
誠
哉
。
余
嘗
謂
盛
唐
詩
。

如
上
林
宜
春
苑
中
花
。
異
種
貴
品
。
燦
爛
照
眼
。
中
唐
詩
。
如
富
人
名
園

花
。
雖
不
及
上
林
宜
春
。
亦
各
有
奇
觀
。
晚
唐
詩
。
如
野
草
花
。
雖
不
足
悅

目
。
猶
有
自
然
彩
色
。
此
皆
天
造
。
不
假
人
工
也
。
明
詩
如
剪
綵
之
花
。

雖
亦
燦
爛
照
眼
。
然
無
生
色
。
人
工
所
成
也
。
此
豈
不
然
乎
。
凡
唐
詩
工
拙

皆
有
生
色
。
出
乎
自
然
也
。
明
詩
則
不
然
。
強
作
也
。
六
（
傍
線
李
、
以
下
同
様
）

五　

�

松
下
忠
『
江
戸
時
代
の
詩
風
詩
論
―
明
・
清
の
詩
論
と
そ
の
摂
取
―
』（
明
治
書
院
、
一

九
六
九
年
三
月
）
四
二
四
〜
四
三
八
頁

六　

�

前
掲
注
三
「
春
臺
先
生
文
集
」
後
稿
卷
八
、
一
九
一
頁

 　

�（
書
き
下
し
文　

明
人
の
詩
は
、
そ
の
多
き
こ
と
唐
人
に
数
倍
す
。
且
つ
人
と
贈
答
す
る

が
ご
と
き
も
、
唐
人
は
一
二
首
に
過
ぎ
ず
、
明
人
は
多
く
は
十
余
首
に
至
り
、
寡
く
と

も
ま
た
数
首
を
下
ら
ず
。
言
尽
く
し
て
意
給
ら
ず
。
故
に
事
を
用
い
て
填
め
塞
ぐ
こ
と

多
く
、
唐
人
の
成
語
を
摭
い
て
綴
緝
し
て
以
て
章
を
成
す
。
そ
の
巧
は
飣
餖
（
む
や
み

に
意
味
の
な
い
こ
と
を
並
べ
る
こ
と
）
に
在
り
。
篇
章
多
し
と
い
え
ど
も
、
復
た
異
味

な
し
。
李
于
鱗
は
最
も
此
の
患
い
有
り
。
王
元
美
曰
く
、「
三
首
に
し
て
外
は
為
せ
ば
、

雷
同
に
耐
え
ず
」
と
。
誠
な
る
か
な
。
余
嘗
て
謂
へ
ら
く
、
盛
唐
の
詩
は
、
上
林
・
宜

春
苑
の
中
の
花
の
ご
と
し
。
異
種
・
貴
品
、
燦
爛
と
し
て
眼
を
照
ら
す
。
中
唐
の
詩
は
、

富
人
の
名
園
の
花
の
ご
と
し
。
上
林
・
宜
春
に
及
ば
ず
と
雖
も
、
ま
た
各
々
奇
観
有
り
。

晩
唐
の
詩
は
、
野
草
の
花
の
ご
と
し
。
目
を
悦
ば
し
む
る
に
足
ら
ず
と
い
え
ど
も
、
な
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春
台
は
「
詩
論
」
に
お
い
て
、
明
詩
を
典
故
で
詩
句
を
埋
め
尽
く
し
、
唐
詩
の

言
葉
を
寄
せ
集
め
、
作
詩
の
際
に
そ
れ
ら
を
無
造
作
に
並
べ
る
の
み
で
、
唐
詩
の

よ
う
な
自
然
な
趣
が
ま
っ
た
く
感
じ
ら
れ
ず
、「
強
作
」（
無
理
に
作
ら
れ
た
も
の
）

に
す
ぎ
な
い
と
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
李
于
鱗
を
名
指
し
で
非
難

し
て
お
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
李
于
鱗
を
高
く
評
価
し
て
い
た
徂
徠
の
古
文

辞
派
の
作
風
と
は
一
線
を
画
す
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
古
文
辞
派
の
中
で
も
特
異
な
詩
風
を
も
つ
春
台
の
詩
を
、
な
ぜ
菊

舎
が
好
ん
で
積
極
的
に
受
容
し
た
の
か
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
後
に
両
者
の

漢
詩
を
比
較
し
な
が
ら
考
察
す
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
次
の
二
点
に
注
目
し
た
い
。

　

第
一
に
、
春
台
の
詩
文
は
古
文
辞
派
に
あ
り
な
が
ら
、
比
較
的
「
平
易
な
作
風
」

を
特
徴
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
二
に
、『
紫
芝
園
稿
』
に
収
録
さ
れ
た
漢
詩

に
は
返
り
点
や
送
り
仮
名
が
一
切
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
中
国
音
に
よ
る
直
読
が
前

提
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

と
い
う
の
も
、
菊
舎
は
俳
諧
に
お
い
て
、「
俗
談
平
話
」
を
掲
げ
た
美
濃
派
に

属
し
て
お
り
、
ま
た
、
漢
詩
を
学
び
始
め
た
き
っ
か
け
も
、
七
弦
琴
に
よ
る
琴
曲

を
中
国
音
で
歌
う
必
要
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
長
年
、
美
濃
派
俳
諧
を
修
業
し

て
き
た
菊
舎
は
、
七
弦
琴
と
の
出
会
い
を
機
に
琴
譜
の
歌
辞
を
正
し
く
歌
う
た
め

に
長
崎
で
中
国
音
を
習
い
始
め
た
。
そ
し
て
、
漢
詩
の
創
作
は
そ
の
延
長
と
し
て

自
然
に
始
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
初
期
の
菊
舎
に
と
っ
て
は
、
漢
詩
そ
の

お
自
然
の
彩
色
有
り
。
此
れ
皆
天
の
造
り
、
人
工
を
仮
ら
ざ
る
な
り
。
明
詩
は
剪
綵
の

花
の
ご
と
し
。
亦
燦
爛
と
し
て
眼
を
照
ら
す
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
生
色
無
し
。
人
工
の

成
す
所
な
り
。
此
れ
豈
に
然
ら
ざ
ら
ん
や
。
凡
そ
唐
詩
の
工
拙
は
皆
生
色
有
り
。
自
然

に
出
づ
。
明
詩
は
則
ち
然
ら
ず
。
強
い
て
作
す
な
り
。）

も
の
よ
り
も
中
国
音
の
習
得
の
方
が
よ
り
切
実
な
課
題
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高

い
。
七

七　

稿
本
「
九
国
再
遊
墨
摺
山
」
二
に

七
絃
琴
を
も
て
遊
ぶ
と
い
へ
ど
も
、
う
た
に
華
音
の
お
ぼ
つ
か
な
け
れ
ば
、
幸
、

平
野
何
が
し
（
平
野
柄
悟 

長
崎
通
事　

李
注
）
を
た
の
み
、
け
ふ
よ
り
そ
の
門
に

約
し
侍
る
と
て

　
　

う
つ
し
て
よ
言
の
葉
草
の
唐
錦　
（
菊
舎
）

と
い
う
一
文
が
見
え
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
菊
舎
が
長
崎

に
到
着
し
た
直
後
、
ま
ず
長
崎
通
事
の
平
野
柄
悟
に
華
音
（
中
国
音
）
を
習
い
始
め
、

そ
し
て
そ
の
目
的
は
七
絃
琴
の
琴
譜
に
記
さ
れ
た
歌
辞
を
正
し
く
読
む
た
め
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。
翌
年
の
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
新
年
に
、菊
舎
が
本
格
的
に
漢
詩
「
新

年
心
」
を
作
り
始
め
た
が
、
そ
こ
に
は
『
東
皐
琴
譜
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
幽
澗
泉
」

の
語
句
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
琴
譜
の
歌
辞
が
菊
舎
の
詩
作
に
早
く
も
反
映
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
同
年
の
春
に
詠
ま
れ
た
「
春
江
泛
舟
」
に
は
、「
楢
林

公
極
先
生
に
新
た
め
て
入
門
の
吟
」
と
の
記
述
が
見
ら
れ
、
す
で
に
楢
林
公
極
か
ら
贈

詩
を
受
け
て
い
た
こ
と
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。（「
右
贈
菊
舎
尼
公
」
稿
本
「
九
国
再
遊

墨
摺
山
」
二
『
全
集
』
五
一
〇
頁
お
よ
び
「
冬
日
逍
遙
館
ニ
集
フ
菊
舍
道
尼
煮
テ

レ
茶
ヲ
甚
ダ

有
リ

二
幽
興
一
賦
シ
テ

レ
此
ヲ
贈
ル

レ
之
ニ
」
同
稿
本
『
全
集
』
五
一
七
頁
）
さ
ら
に
、
仰
山
禅

師
よ
り
「
杪
冬
ノ
一
日
一
字
庵
菊
舍
雅
女
至
リ
眎
サ
ル

二
佳
句
ヲ

一
卒
ニ
次
イ
デ

二
梅
ノ
一
字
ニ

一
以
テ

聊
カ
ニ
謝
答
ス
ト
云
フ
」（
同
じ
稿
本
『
全
集
』
五
一
八
頁
）
や
、
葉
良
友
か
ら
の
贈
詩
も
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
菊
舎
が
長
崎
に
お
い
て
多
く
の
詩
人
か
ら
詩
を
貰
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

如
月
廿
七
日
に
は
、
聖
堂
へ
唐
人
出
け
る
に
行
て
見
え
、
琴
譜
な
ど
よ
み
合
て
も

ら
ひ
、
猶
は
た
画
席
書
し
て
つ
か
は
し
ぬ
。
蔣
菱
舟
・
劉
雲
臺
な
ど
、
予
が
書
し

画
に
賛
し
け
る
。
終
日
楽
み
大
か
た
な
ら
ず
。
初
よ
り
蔣
菱
舟
兎
角
詩
を
こ
は
れ

け
る
に
、
甚
だ
め
い
わ
く
、
赤
面
な
が
ら
、
琴
譜
よ
み
合
せ
け
る
。
礼
な
が
ら
、

即
興
作
意
し
て
後
日
に
清
書
し
て
し
け
る
。

菊
舎
は
唐
人
が
集
う
聖
堂
を
訪
れ
、
琴
譜
の
読
み
合
わ
せ
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
画

や
書
を
交
換
す
る
な
ど
交
流
を
楽
し
ん
で
い
た
。
そ
の
中
で
蔣
菱
舟
や
劉
雲
臺
ら
が
彼

女
の
作
品
に
賛
を
添
え
た
と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
蔣
菱
舟
は
即
興
で
詩
作
を
菊
舎
に
求

め
た
が
即
座
に
は
作
れ
ず
、
後
日
、
改
め
て
「
春
日
輔
仁
堂
ノ
集
ヒ
ニ
邂
二
逅
シ
清
人
蔣
菱

舟
ニ

一
席
上
ニ
訂
二
論
ス
琴
譜
ノ
音
義
ヲ

一
因
リ
テ
及
ベ
リ

レ
句
中
ニ
矣
」
を
清
書
し
て
贈
っ
た
。

　
　

�　

こ
の
よ
う
に
、
菊
舎
が
中
国
音
を
学
び
始
め
た
の
は
、
ま
ず
琴
譜
に
記
さ
れ
た
歌
辞
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菊
舎
の
太
宰
春
台
詩
受
容
に
つ
い
て
　
　
李
　
夢
幻

　

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
考
え
る
と
、「
平
易
な
詩
風
」
で
あ
る
こ
と
、そ
し
て
「
中

国
音
に
よ
る
直
読
を
前
提
と
し
て
い
る
」
こ
と
と
い
う
二
点
に
お
い
て
『
紫
芝
園

稿
』
は
当
時
の
菊
舎
に
と
っ
て
は
格
好
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

複
数
の
要
因
が
重
な
り
合
う
中
で
、
菊
舎
は
『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』
に
強
く
惹

か
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
詳
し
い
原
因
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

二　

菊
舎
の
『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』
受
容

　

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
菊
舎
の
一
三
首
の
漢

詩
は
太
宰
春
台
の
『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』
後
稿
巻
二
に
収
め
ら
れ
た
詩
を
踏
ま

え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
節
で
は
、
そ
れ
ら
の
菊
舎
の
漢
詩
を
創
作
年
代
順

に
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
春
台
の
詩
と
並
べ
て
引
用
し
な
が
ら
、
菊

舎
に
お
け
る
春
台
詩
の
受
容
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。（
な
お
、
菊
舎

詩
の
引
用
は
、『
田
上
菊
舎
全
集
』
を
用
い
、
春
台
詩
に
つ
い
て
は
『
春
臺
先
生

紫
芝
園
稿
』<

市
立
弘
前
図
書
館
蔵
本
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
六
年
一
月
、
近

世
儒
学
文
集
集
成
第
六
巻
所
収>

に
よ
っ
た
。
春
台
詩
の
書
き
下
し
文
は
李
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。）

を
理
解
し
正
し
く
歌
う
た
め
で
あ
り
、
漢
詩
の
創
作
は
そ
の
延
長
線
上
で
自
然
に
始

ま
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
菊
舎
の
中
に
漢
詩
へ
の
関
心
が
そ
れ
以

前
か
ら
あ
っ
た
可
能
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
実
際
的
な
動
機
と
し
て
は

琴
譜
の
歌
辞
を
正
し
く
歌
う
こ
と
が
優
先
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
文
化
的
に
恵
ま
れ
た
土
地
長
崎
に
お
い
て
、
多
く
の
詩
人
と
の
出
会
い
を
重

ね
る
な
か
で
、
菊
舎
は
次
第
に
漢
詩
創
作
へ
と
歩
を
進
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

１癸
亥
抄マ

マ

冬
訪
フ

二
曇
榮
禪
師
ヲ

一	

奉
ル

レ
和
シ

下
琴
鶴
丹
侯
ノ
自
リ

二
下
館
一

	

所
ノ

レ
示
ス
夏
晚
之
作
ニ

上
二
首

	

（
其
一
）

　
　

菊
舎	

　
　

太
宰
春
台

携
テ

レ
琴
ヲ
此
日
上
ル

二
高
臺
ニ

一	

雙
𠒎
無
事
上
ル

二
蘭
臺
ニ

一

白
雪
霏
ト々
シ
テ
復
快
哉	

落
日
雄
風
正
ニ
快
哉

更
ニ
有
二
紫
陽
山
色
好
一	

更
ニ
有
リ

二
筑
波
山
色
好
一

洋
タ々
ル
雅
興
入
レ
絃
ニ
來
ル	

峩
峩
ト
シ
テ
時
ニ
入
リ
テ

二
五
絃
ニ

一
來
ル

世
の
外
の
し
ら
べ
ご
ゝ
ろ
や
年
の
松

『
手
折
菊
』（『
全
集
』
八
六
〇
頁
）�

『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』

（
享
和
三
年<

一
八
〇
三>

作
）�

（
後
稿
卷
二
・
九　

一
〇
六
頁
）

　

右
の
両
詩
を
比
較
す
る
と
、
ま
ず
起
句
に
お
い
て
春
台
の
「
蘭
臺
」
に
対
し
、

菊
舎
は
「
高
臺
」
と
一
字
を
変
え
て
踏
ま
え
て
お
り
、承
句
の
「
正0

快
哉
」
も
「
復0

快
哉
」
と
置
き
換
え
て
い
る
。
ま
た
、
転
句
で
は
春
台
が
「
筑
波

0

0

山
色
好
」
と
詠

ん
で
い
る
の
に
対
し
、
菊
舎
は
「
紫
陽

0

0

山
色
好
」
と
場
所
を
変
更
し
て
取
り
入
れ

て
い
る
。
結
句
に
お
い
て
も
、「
峩
峩
」
を
「
洋
々
」
に
、「
入
五
絃
來
」
を
「
入

絃
來
」
に
変
え
て
お
り
、
い
ず
れ
も
春
台
詩
と
き
わ
め
て
近
似
し
た
表
現
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
菊
舎
詩
に
は
発
句
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
刊
本

『
手
折
菊
』
に
多
く
収
録
さ
れ
た
「
詩
諧
」
の
一
例
で
あ
る
。

　

典
故
の
使
用
か
ら
見
る
と
、春
台
詩
の
起
句
「
蘭
臺
」
お
よ
び
承
句
の
「
雄
風
」、
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「
快
哉
」
は
、い
ず
れ
も
『
文
選
』
に
収
め
ら
れ
た
宋
玉
の
「
風
賦
」
に
由
来
す
る
。

「
楚
の
襄
王
、
蘭
臺
の
宮
に
遊
び
、
宋
玉
・
景
差
侍
す
。
風
颯
然
と
し
て
至
る
。
王
、

す
な
わ
ち
襟
を
披
き
て
之
に
当
た
り
て
曰
く
、<

快
哉
こ
の
風>

…
」
と
い
う
故

事
に
基
づ
い
て
お
り
、
春
台
は
琴
鶴
丹
侯
を
楚
の
襄
王
に
な
ぞ
ら
え
、
こ
の
典
故

を
重
ね
合
わ
せ
て
詠
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
菊
舎
も
承
句
の
「
快
哉
」
を

そ
の
ま
ま
継
承
し
て
は
い
る
が
、
起
句
の
「
蘭
臺
」
を
「
高
臺
」
に
、「
雄
風
」

を
「
白
雪
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
宋
玉
の
典
拠
を
踏
襲
せ
ず
、
春
台
詩
の
構

成
を
骨
格
と
し
て
用
い
な
が
ら
、
自
身
が
曇
榮
禅
師
を
訪
ね
た
際
の
感
興
を
中
心

に
詠
じ
て
い
る
。

　

両
詩
の
結
句
に
見
ら
れ
る
「
峩
峩
」
と
「
洋
々
」
は
、
い
ず
れ
も
『
列
子
・
湯

問
』
に
見
え
る
伯
牙
と
鍾
子
期
の
知
音
の
故
事
を
想
起
さ
せ
る
言
葉
で
あ
る
。
春

台
の
「
峩
峩
」
は
、
前
句
の
「
筑
波
山
色
好
」
と
呼
応
し
、
山
の
形
容
と
琴
音
の

形
容
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
菊
舎
の
詩
は
単
に
春
台
詩
の
語
句
を
模
倣
す
る
も

の
で
は
な
く
、
詩
の
構
成
や
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
形
式
的
枠
組
み
を
受
容
し
、
そ
の

中
に
自
分
の
体
験
や
感
興
を
填
め
込
ん
で
再
構
成
す
る
、
い
わ
ば
「
填
詞
的
」
な

受
容
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

２ 将
ニ

ス
レ
赴
ン
ト

二
南
肥
ニ

一
別
ル

二

栄
公
ニ
於
古
横
山
一
已
見
唱

和
集

（『
石
城
唱
和
集
』
李
注
）　
　
　

送
ル

二
僧
ノ
歸
ス
ヲ

一
レ
當
麻
ニ

　
　

菊
舎	

　
　
　
　

太
宰
春
台

藍
水
橋
邊
綰
ヌ

二
柳
枝
ヲ

一	

欲
シ
テ

レ
別
レ
ン
ト
江
邊
ニ
綰
ヌ

二
柳
枝
ヲ

一

肥
雲
南
ニ
指
再
遊
ノ
時	

何
レ
ノ
年
カ
定
メ
テ
是
レ
再
遊
ノ
時

君
還
テ
試
ニ
唱
南
薫
曲	

還
リ
テ

レ
山
ニ
試
ミ
ニ
看
ル
蓮
池
ノ
水

月
裡
淸
音
誰
復
タ
知
ラ
ン	

緑
浄
ク
春
深
ク
シ
テ
染
ム

二
藕
絲
ヲ

一　

『
手
折
菊
』（『
全
集
』
八
六
二
頁
）�

『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』

（
文
化
元
年<

一
八
〇
四>

作
）�

（
後
稿
卷
二
・
一
四　

一
〇
九
頁
）

　

両
詩
は
い
ず
れ
も
、
別
れ
の
情
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
菊
舎
の
詩
は
、
自
身

が
栄
公
（
亀
井
曇
榮
）
と
別
れ
る
際
に
詠
ん
だ
留
別
詩
で
あ
り
、
春
台
の
詩
は
、

僧
が
當
麻
へ
帰
る
の
を
見
送
る
際
に
詠
ん
だ
送
別
詩
で
あ
る
。

　

両
詩
の
起
句
に
注
目
す
る
と
、
春
台
が
「
江
辺

0

0

に
柳
枝
を
綰
ぬ
」
と
詠
ん
で
い

る
に
対
し
、
菊
舎
は
「
橋
辺

0

0

に
柳
枝
を
綰
ぬ
」
と
い
う
共
通
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
き

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
江
辺
や
橋
辺
と
い
う
場
面
で
の
別
れ
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま

た
、
起
句
の
「
辺
綰
柳
枝
」、
承
句
の
「
再
遊
時
」、
転
句
の
「
試
看
」、「
試
唱
」

と
い
っ
た
よ
う
に
、
詩
の
同
じ
位
置
に
類
似
し
た
語
句
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
全

体
と
し
て
も
共
通
し
た
構
成
を
も
っ
た
詩
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

さ
ら
に
、
春
台
詩
の
結
句
に
あ
る
「
緑
浄
春
深
」
は
、『
三
体
詩
』
に
収
め
ら

れ
て
い
る
晩
唐
の
詩
人
杜
牧
の
「
漢
江
」
に
お
け
る
「
緑
浄
春
深
好
染
衣
」
に
由

来
す
る
表
現
で
あ
る
八
。

八　

�

春
台
に
よ
る
『
三
体
詩
』
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』
前

稿
卷
二
・
七
（
三
八
頁
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
集
句
詩
「
遊
山
寺
集
句
」
に
も
窺
う
こ

と
が
で
き
る
。

　
　
　
　

遊
ビ
テ

二
山
寺
ニ

一
集
ム

レ
句
ヲ
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菊
舎
の
太
宰
春
台
詩
受
容
に
つ
い
て
　
　
李
　
夢
幻

　

こ
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
詩
も
送
別
の
情
景
を
題
材
と
し
て
お
り
、
菊
舎
は
亀

井
曇
榮
と
の
別
れ
に
際
し
、
春
台
が
同
様
の
状
況
で
詠
ん
だ
漢
詩
を
想
起
し
、
そ

れ
を
踏
ま
え
て
自
ら
の
詩
を
作
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
受
容
の
仕
方
は
、
詩
１
の
場
合
と
同
様
に
、
単
な
る
語
句
の
借
用
に
と
ど

ま
ら
ず
、
む
し
ろ
「
填
詞
」
の
よ
う
な
形
式
を
取
っ
て
お
り
、
春
台
詩
の
構
造
や

詩
情
を
広
く
取
り
込
ん
だ
表
現
だ
と
い
え
る
。
菊
舎
の
こ
の
詩
も『
石
城
唱
和
集
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

３初
夏
到
テ

二
東
肥
ニ

一
訪
フ

二
高
本
李
先
生
ヲ

一　
　

尋
ヌ
ル
モ

二
隱
者
ヲ

一
不
レ
遇
ハ

　
　

菊
舎	

　
　
　
　

太
宰
春
台

破
笠
敝
蓑
遠
ク
覓
ム

レ
師
ヲ	
半
帙
ノ
青
囊
遠
ク
覔
ム

レ
師
ヲ

山
河
跋
渉
喜
フ

二
相
期
ヲ

一	

山
中
日
月
不
二
相
期
セ

一

　
　
　
　

盡
日
門
前
ニ
獨
リ
看
ル

レ
松
ヲ
李
渉

　
　
　
　

僧
來
タ
リ
不
ズ

レ
語
ラ
自
ラ
鳴
ラ
ス

レ
鐘
ヲ
杜
甫

　
　
　
　

朱
簾
暮
ニ
捲
ク
西
山
ノ
雨
王
勃

　
　
　
　

峭
壁
攢
ム
ル
コ
ト

二
峯
ヲ
千
萬
重
盧
仝

 　

�

起
句
は
晩
唐
の
詩
人
李
渉
の
「
題
開
聖
寺
」（『
三
体
詩
』
所
収
）
の
結
句
に
あ
た
り
、

こ
の
詩
の
起
句
「
宿
雨
初
收
草
木
濃
」
に
見
ら
れ
る
「
宿
雨
初
收
」
と
い
う
語
句
は
、『
春

臺
先
生
紫
芝
園
稿
』
後
稿
卷
二
・
三
（
一
〇
三
頁
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
七
言
律
詩
「
冬

日
集
マ
リ

二
河
津
氏
ノ
湯
谷
亭
ニ

一
分
カ
チ
テ

レ
韻
ヲ

一
得
タ
リ

二
十
二
侵
ヲ

一
」
の
首
聯
二
句
目
「
宿4

雨
初

4

4

テ
收4

マ
リ
寒
ク
シ
テ
不
レ
深
カ
ラ
」
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
上
記
の
集
句
詩
の
結

句
は
、
中
唐
の
詩
人
盧
仝
に
よ
る
「
逢
鄭
三
遊
山
」（『
三
体
詩
』
所
収
）
の
承
句
に
あ

た
り
、転
句
の
「
朱
簾
暮
ニ
捲
ク
西
山
ノ
雨
」
は
初
唐
の
詩
人
王
勃
の
七
言
律
詩
「
滕
王
閣
」

（『
唐
詩
選
』
巻
二
に
所
収
）
の
頷
聯
第
二
句
に
あ
た
る
。
さ
ら
に
、
承
句
は
杜
甫
の
「
暮

登
四
安
寺
鐘
樓
寄
裴
十
」
の
首
聯
第
二
句
に
あ
た
る
。

携
来
ル
流
水
琴
中
ノ
趣	

門
前
ノ
落
葉
無
シ

二
人
跡
一

長
使
シ
メ

下
二
交
情
ヲ

一
無
中
盡
時
上	

正
ニ
是
レ
仙
翁
採
ル

レ
藥
ヲ

一
時

玉
の
光
得
て
し
ら
べ
た
し
若
竹
に

『
手
折
菊
』（『
全
集
』
八
六
二
頁
）�

『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』

（
文
化
元
年<

一
八
〇
四>

作
）�

（
後
稿
卷
二
・
七　

一
〇
五
頁
）

　

両
詩
は
と
も
に
、「
遠
く
師
を
訪
ね
る
」
と
い
う
主
題
を
共
有
し
て
い
る
。
起

句
に
お
い
て
、
春
台
の
「
半
帙
青
囊
」、
菊
舎
の
「
破
笠
敝
蓑
」
は
い
ず
れ
も
旅

の
姿
を
描
い
て
お
り
、
遠
方
よ
り
師
を
訪
ね
る
場
面
が
共
通
に
描
か
れ
て
い
る
。

承
句
で
は
、
両
詩
と
も
に
「
山
」
か
ら
詠
み
起
こ
さ
れ
て
お
り
、
春
台
が
「
相
期

せ
ず
」
と
詠
ん
で
師
に
会
え
な
か
っ
た
無
念
を
表
す
の
に
対
し
、
菊
舎
は
「
相
期

を
喜
ぶ
」と
し
て
会
え
た
喜
び
を
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、い
ず
れ
も
結
句
が「
時
」

で
終
わ
っ
て
い
る
点
も
共
通
す
る
。

　

加
え
て
、菊
舎
の
詩
に
は
詩
１
と
同
様
、最
後
に
発
句
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、「
詩

諧
」
の
形
式
を
取
っ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。

　

本
詩
に
お
い
て
も
、菊
舎
は
春
台
詩
の
骨
組
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、い
わ
ば
「
填

詞
」
に
似
た
受
容
方
法
を
と
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
詩
情
に
つ
い

て
は
、
前
引
し
た
詩
２
の
よ
う
に
類
似
の
感
情
を
共
有
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
対
照
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
春
台
詩
は
「
隠
者
を
尋
ね
て
遇
わ
ず
」
と

い
う
題
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
実
際
に
会
え
な
か
っ
た
体
験
が
「
相
期
せ
ず
」
に

よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
菊
舎
の
詩
は
熊
本
の
高
本
李
順
を
訪
ね
、

会
え
た
喜
び
を
主
題
と
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
本
詩
は
春
台
詩
の
構
造
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
自
身
の
体
験
と
感

情
を
的
確
に
織
り
込
ん
で
お
り
、
換
骨
奪
胎
の
効
果
が
よ
り
顕
著
に
現
れ
て
い
る

点
が
特
筆
さ
れ
る
。
菊
舎
の
作
詩
技
量
は
、
先
行
例
に
比
し
て
一
層
洗
練
さ
れ
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
春
台
詩
の
題
名
お
よ
び
結
句
「
仙
翁
採
藥
時
」
は
、『
唐
詩
選
』
に
収

め
ら
れ
た
賈
島
の
同
題
詩
「
尋
隱
者
不
遇
」
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。
同
詩
中

に
は
、「
言
師
採
藥
去
」（
言
う
師
は
薬
を
採
り
去
る
と
）
九
の
句
が
見
ら
れ
る
。

４在
テ

二
浪
華
一
奉
レ
訪
ヒ

二
慈
仙
禪
師
ヲ

一	
送
ル

三
應
上
人
ノ
還
ル
ヲ

二
長
州
ニ

一

　
　

菊
舎	

　
　

太
宰
春
台

別
後
西
東
雲
影
遙
ナ
リ	

飛
錫
天
涯
雲
路
遥
カ
ナ
リ

浪
華
ニ
逐
レ
錫
到
二
琳
條
ニ

一	

浪
華
西
ニ
去
リ
テ
漸
ク
蕭
條
タ
リ

豈
圖
ン
ヤ
赤
馬
津
頭
ノ
柳	

誰
カ
知
ラ
ン
赤
馬
津
頭
ノ
水

千
里
折
リ
來
ル
渤
海
ノ
潮	

萬
里
猶
通
ズ
ル
ヲ
渤
海
ノ
潮
ニ

雲
水
の
自
在
に
風
の
柳
か
な

『
手
折
菊
』（『
全
集
』
八
七
〇
頁
）�

『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』

（
文
化
三
年<

一
八
〇
六>

作
）�

（
後
稿
卷
二
・
一
五　

一
〇
九
頁
）

　

両
詩
は
と
も
に
七
言
絶
句
で
あ
り
、
菊
舎
は
句
ご
と
に
春
台
の
詩
を
受
容
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
起
句
に
お
い
て
は
、
春
台
の
「
雲
路0

遥
」
に
対
し
、

九　

日
野
龍
夫
校
注
『
唐
詩
選
国
字
解
』
三
（
平
凡
社
、
一
九
八
二
年
三
月
）

菊
舎
は
「
雲
影0

遥
」
と
し
て
お
り
、
一
字
の
差
異
に
と
ど
ま
る
。
承
句
で
も
、「
浪

華
」「
條
」
と
い
う
語
を
句
首
、
句
末
に
配
し
、
押
韻
を
揃
え
て
お
り
、
転
句
で

は
両
詩
と
も
に
「
赤
馬
津
頭
」
を
共
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
結
句
に
お
い
て
は
、

春
台
の
「
万0

里
…
渤
海
潮
」
に
対
し
、
菊
舎
は
「
千0

里
…
渤
海
潮
」
と
一
字
の
み

を
差
し
替
え
て
い
る
。
加
え
て
、
菊
舎
の
詩
は
「
詩
諧
」
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
菊
舎
は
春
台
詩
の
構
造
を
大
き
く
借
用
し
つ
つ
、
各
句
の
後
半

部
分
に
至
る
ま
で
韻
字
を
忠
実
に
踏
襲
し
て
お
り
、そ
の
受
容
の
方
法
は
「
填
詞
」

に
近
い
も
の
と
い
え
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
用
例
に
お
い
て
も
、
菊
舎
は
単
な
る
語
句
の
模
倣
に
と

ど
ま
ら
ず
、
春
台
詩
の
形
式
的
枠
組
を
活
か
し
な
が
ら
も
、
そ
の
詩
情
か
ら
は
独

立
し
た
、
自
身
の
主
題
と
感
情
を
明
確
に
詠
み
上
げ
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
既
存
の
詩
を
素
材
と
し
て
巧
み
に
取
り
込
み
な
が
ら
、
新
た
な
詩
境

を
切
り
拓
く
、
い
わ
ゆ
る
「
換
骨
奪
胎
」
の
表
現
が
こ
こ
で
も
鮮
や
か
に
示
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

５訪
フ

二
田
忠
成
君
ヲ

一	

奉
ル

レ
贈
リ

二
準
夫
ニ

一
二
首
（
其
一
）

　
　

菊
舎	

　
　

太
宰
春
台

殘
花
ト
與
二
新
緑
一	

世
俗
多
シ

二
輕
薄
一

偶
訪
フ

二
祿
陰
堂
ヲ

一	

紛
紛
ト
シ
テ
意
欲
ス

レ
飛
バ
ン
ト

世
上
多
ク

二
輕
薄
一	

誰
カ
知
ラ
ン
燕
趙
ノ
士

依
然
意
気
香
シ	

緩
急
可
シ

二
依
歸
ス

一
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菊
舎
の
太
宰
春
台
詩
受
容
に
つ
い
て
　
　
李
　
夢
幻

た
の
み
有
香
や
片
山
の
花
若
葉

稿
本
『
文
化
五
年
漢
詩
・
発
句
集
』�

『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』

（『
全
集
』
五
八
四
頁
）�

（
後
稿
卷
二
・
三　

一
〇
五
頁
）

（
一
八
〇
八
年
作
）

　

両
詩
は
い
ず
れ
も
五
言
絶
句
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
菊
舎
詩
の
転
句

「
世
上0

多
輕
薄
」
が
、
春
台
詩
の
「
世
俗0

多
輕
薄
」
を
踏
ま
え
た
表
現
と
考
え
ら

れ
る
点
で
あ
る
。

６重
ネ
テ
遊
ビ
テ
呈
ス

二
雲
外
禅
師
ニ

一　
　
　

山
寺
避
暑

　
　

菊
舎	

　
　

太
宰
春
台

雨
後
陰
雲
散
ジ	

城
中
苦
熱
氣
昏
昏
タ
リ

重
遊
道
尚
存
ス	

無
シ

レ
那
ン
ト
モ
ス
ル
囂
塵
ノ
侵
ス
ヲ

二
小
園
ヲ

一

清
涼
過
ギ
リ

二
竹
院
ヲ

一	

爲
ニ

レ
愛
ス
ル
ガ

二
清
涼
ヲ

一
過
ギ
リ

二
竹
院
ニ

一

瀟
洒
到
ル

二
松
園
ニ

一	

緣
リ
テ

レ
耽
ケ
ル
ニ

二
瀟
洒
ニ

一
到
ル

二
松
門
ニ

一

禪
味
超
エ

二
三
澄
ニ

一	

花
臺
ノ
香
火
除
キ

二
三
毒
ヲ

一

諧
歌
一
言
ニ
呻
フ	

寳
地
ノ
寒
泉
洗
フ

二
六
根
ヲ

一

始
メ
テ
知
ル

涭
□マ

マ
ノ
拙
ナ
ル
ヲ	

高
樹
隂
隂
ト
シ
テ
遮
リ

二
烈
日
ヲ

一

吐
キ
テ
句
ヲ
與
レ
師
論
ズ
ル
ハ	

鳴
蟬
鳴
鳥
不
ズ

レ
聞
カ

レ
喧
シ
キ
ヲ

稿
本
『
文
化
五
年
漢
詩
・
発
句
集
』�

『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』

（『
全
集
』
五
九
〇
頁
）�

（
後
稿
卷
二
・
三　

一
〇
三
頁
）

（
一
八
〇
八
年
作
）

　

菊
舎
の
詩
は
五
言
律
詩
で
あ
り
、
春
台
の
詩
は
七
言
律
詩
で
あ
る
。
注
目
さ
れ

る
の
は
、
菊
舎
詩
の
頷
聯
「
清
涼
過
竹
院
、
瀟
洒
到
松
園
」
が
、
春
台
詩
の
頷
聯

に
含
ま
れ
る
「
清
涼
過
竹
院
」「
瀟
洒
到
松
門
」
か
ら
後
半
五
字
を
取
り
入
れ
た
、

本
歌
取
り
的
な
技
法
に
よ
る
受
容
で
あ
る
点
で
あ
る
（
な
お
、春
台
の
詩
の
「
門
」

は
菊
舎
の
詩
で
は
「
園
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
）。

　

春
台
の
詩
は
避
暑
を
主
題
と
し
、
夏
の
山
寺
を
訪
れ
る
情
景
を
描
い
た
も
の
で

あ
る
。「
清
涼
」「
瀟
洒
」
と
い
っ
た
語
は
、
蒸
し
暑
い
城
中
を
離
れ
た
山
中
の
涼

や
か
な
空
気
感
を
表
し
、
詩
題
「
避
暑
」
と
も
よ
く
呼
応
し
て
い
る
。
一
方
、
菊

舎
の
詩
は
、
雲
外
禅
師
の
住
ま
う
寺
院
を
再
訪
し
た
際
の
光
景
を
詠
ん
だ
も
の
で
、

現
実
の
風
景
に
触
発
さ
れ
て
春
台
の
対
句
表
現
を
想
起
し
、
そ
れ
を
自
作
に
取
り

入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
菊
舎
の
詩
に
お
い
て
は
、
春
台
が
用
い
た
「
爲
愛
」
や
「
緣
耽
」
と

い
っ
た
私
的
な
情
緒
や
語
り
は
省
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
主
語
で
あ
る

「
私
」
も
姿
を
消
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
詩
は
よ
り
客
観
的
な
自
然
描
写
に
徹

し
た
構
成
と
な
り
、
首
聯
「
雨
後
陰
雲
散
」
の
一
句
と
呼
応
す
る
よ
う
に
、
雨
上

が
り
の
静
寂
な
風
景
の
中
に
、
禅
師
の
居
す
る
竹
院
と
松
園
の
光
景
が
浮
か
び
上

が
る
構
図
を
形
成
し
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
、「
清
涼
過
竹
院
、
瀟
洒
到
松
園
」
の
一
句
は
、
雨
後
の
竹
の
葉
に

残
る
雫
の
涼
し
さ
や
、
松
の
枝
に
宿
っ
た
雨
粒
が
風
に
そ
よ
ぐ
さ
ま
を
そ
れ
ぞ
れ

「
清
涼
」「
瀟
洒
」
の
語
で
表
現
し
て
お
り
、
自
然
の
趣
を
生
き
生
き
と
描
写
し
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て
い
る
点
が
印
象
的
で
あ
る
。

　

春
台
詩
に
は
実
際
に
は
雨
の
描
写
は
見
ら
れ
な
い
が
、「
清
涼
」「
瀟
洒
」
と
い
っ

た
感
覚
的
な
語
を
用
い
、
山
寺
の
涼
し
さ
や
閑
寂
を
詠
ん
で
い
る
。
菊
舎
は
こ
の

詩
か
ら
着
想
を
得
て
、
そ
れ
を
換
骨
奪
胎
し
つ
つ
、
み
ず
か
ら
の
体
験
と
自
然
観

に
基
づ
く
独
自
の
詩
情
を
築
き
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

７晩
夏
歩
ム

レ
月
ニ	

�

夏
日
同
ニ

二
子
和
ト

一
過
ギ
リ

二
東
城
伯

通
ヲ

一
得
タ
リ

二
來
字
ヲ

一

　

菊
舎	
　
　

太
宰
春
台

散
二
歩
ス
レ
バ
城
南
ニ

一
夜
色
開
ケ	

城
裏
南
樓
一
望
開
ケ

涼
風
拂
ヒ
テ

レ
月
ヲ
滿
チ

レ
襟
ニ
來
タ
ル	

熏
風
終
日
滿
チ

レ
襟
ニ
來
タ
ル

金
樽
酌
ミ
盡
シ
テ
秋
如
ク

レ
至
ル
ガ	

上
池
水
冷
ク
シ
テ
堪
ヘ

レ
醒
マ
ス
ニ

レ
酒
ヲ

醉
後
閑
吟
未
ダ
肯
ヘ
テ
囘
ラ

一	

傾
二
倒
シ
テ
金
尊
ヲ

一
未
ダ

二
肯
ヘ
テ
囘
ラ

一

歩
行
過
て
秋
か
と
ぞ
お
も
ふ
夏
の
月　

稿
本
『
文
化
五
年
漢
詩
・
発
句
集
』�

『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』

（『
全
集
』
五
九
五
頁
）�

（
後
稿
卷
二
・
一
〇　

一
〇
七
頁
）

（
一
八
〇
八
年
作
）

　

両
詩
は
い
ず
れ
も
夏
に
詠
ま
れ
た
作
品
で
あ
り
、
酒
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
る

点
で
も
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
詩
情
に
も
多
く
の
共
通
性
が
見
ら
れ
る
。
た
と

え
ば
、二
重
傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
、起
句
の
「
城
南
」
や
「
開
」、承
句
の
「
風
」

「
満
襟
来
」、
結
句
の
「
未
肯
回
」
な
ど
、
両
詩
に
は
同
一
の
語
句
が
複
数
用
い
ら

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
春
台
詩
の
結
句
に
あ
る
「
金
尊0

」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
菊
舎

詩
の
転
句
に
も
「
金
樽0

」
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
な
お
、菊
舎
の
詩
は
「
詩

諧
」
の
形
式
を
取
っ
て
い
る
。

　

春
台
の
詩
は
詩
題
に
「
晩
夏
」
と
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、「
上
池
水
冷
」

と
い
う
転
句
の
描
写
に
見
ら
れ
る
「
冷
」
の
感
覚
が
、
夏
の
終
わ
り
を
ほ
の
か
に

示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
菊
舎
の
詩
に
は
「
晩
夏
」
の
語
が
詩
題

に
明
示
さ
れ
て
お
り
、
承
句
の
「
涼
風
」
や
転
句
の
「
秋
如
至
」、
さ
ら
に
発
句

の
「
秋
か
と
ぞ
お
も
ふ
」
な
ど
に
よ
っ
て
、
晩
夏
の
涼
や
か
な
風
情
が
よ
り
明
確

に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
詩
に
お
け
る
受
容
の
手
法
も
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
例
と
同
様
に
、
菊

舎
は
春
台
の
詩
の
骨
組
を
踏
ま
え
つ
つ
、
特
に
韻
字
の
あ
る
句
に
お
い
て
、
そ
の

語
句
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
構
成
か
ら
見

る
と
、
こ
の
詩
は
換
骨
奪
胎
と
い
う
よ
り
も
、
春
台
の
詩
を
範
と
し
て
書
か
れ
た

習
作
的
な
側
面
、
あ
る
い
は
模
倣
詩
と
し
て
の
性
格
を
色
濃
く
備
え
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

８雲
外
禪
師
見
レ
訪
三
余
ヲ

一

于
イ
テ

二
田
氏
ノ
宅
ニ

一
賦
シ
テ
謝
ス

　
　
　

田
上
菊
舎

曉
風
吹
キ
テ

レ
雨
ヲ
轉
タ
淸
涼
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菊
舎
の
太
宰
春
台
詩
受
容
に
つ
い
て
　
　
李
　
夢
幻

更
ニ
待
ツ

三
牛
車
ノ
過
ギ
ル
ヲ

二
客
堂
ヲ

一

萍
水
ノ
因
縁
令
メ

二
俗
ヲ
シ
テ
化
セ

一

蘭
叢
入
レ
バ

レ
室
ニ
與
ニ

レ
心
ト
香
シ

大
壺
ノ
峻
嶺
偈
應
ニ

ク
レ
好
カ
ル

壇
浦
ノ
千
帆
浪
不
レ
妨
ゲ

忽
チ
ニ
見
ル
禪
關
明
月
ノ
色

憐
レ
ム
君
ガ
金
錫
ノ
爛
ト
シ
テ
生
ズ
ル
ヲ

レ
光
ヲ

又	
�

聞
キ

下
天
門
師
與
二
諸
子
一
集
フ
コ
ト
ヲ

中

子
肅
氏
ニ

上
遙
カ
ニ
有
リ

二
此
ノ
寄
一

　
　
（
田
上
菊
舎
）	
　
　

太
宰
春
台

雨
後
ノ
園
林
ニ
翠
色
香
シ
ク	
霜
落
チ
テ
園
林
ニ
橘
柚
ノ
香
シ

朝
來
欲
ス

レ
仰
ガ
ン
ト
白
毫
ノ
光	

曉
天
驚
キ
テ
見
ル
德
星
ノ
光

倚
レ
バ

レ
欄
ニ
永
日
ハ
猶
堪
ヘ

レ
念
フ
ニ	

同
人
永
日
ハ
堪
ヘ

二
相
羨
ム
ニ

一

□マ
マ

堂
水
邊
ニ
對
ス

二
夕
陽
ニ

一	

隆
慶
橋
邊
對
ス

二
夕
陽
ニ

一

稿
本
『
文
化
五
年
漢
詩
・
発
句
集
』�

『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』

（『
全
集
』
五
九
五
頁
）�

（
後
稿
卷
二
・
一
七　

一
一
頁
）

（
一
八
〇
八
年
作
）

　

二
重
傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
、
菊
舎
の
詩
は
春
台
の
詩
を
句
ご
と
に
意
識
し
て

お
り
、
そ
の
詩
の
骨
組
や
韻
字
を
忠
実
に
踏
襲
し
て
い
る
。
結
句
に
お
い
て
は
、

韻
字
を
含
む
語
「
對
夕
陽
」
と
い
う
表
現
ま
で
も
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
春
台
詩

の
形
式
を
そ
の
ま
ま
写
し
取
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
内
容
面
に
は
大
き
な
相
違
が
見
ら
れ
る
。
春
台
の
詩
は
、
天

門
師
が
子
肅
氏
の
宅
に
お
い
て
詩
友
た
ち
と
集
っ
て
い
る
様
子
を
羨
ま
し
く
思
う

心
情
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
菊
舎
の
詩
は
、
雲
外
禅
師
が
自
ら
の
滞

在
先
で
あ
る
田
氏
の
宅
を
訪
れ
、
一
日
語
ら
っ
た
こ
と
へ
の
深
い
感
慨
を
詠
じ
て

い
る
。
と
り
わ
け
転
句
の
対
比
は
興
味
深
い
。
春
台
は
「
堪
相
羨
」
に
よ
っ
て
、

他
者
と
の
交
流
を
持
て
る
天
門
師
へ
の
羨
望
を
表
し
て
い
る
の
に
対
し
、
菊
舎
は
、

雲
外
禅
師
と
欄
に
寄
り
添
っ
て
一
日
語
ら
っ
た
後
、
別
れ
た
の
ち
も
な
お
そ
の
人

を
思
う
心
情
を
描
い
て
お
り
、
禅
師
と
の
語
ら
い
の
余
韻
と
静
か
な
想
念
を
、
情

緒
豊
か
に
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
描
写
は
、
春
台
詩
の
精
神
的
な
構
造
を

活
か
し
つ
つ
も
、
新
た
な
詩
情
を
吹
き
込
ん
だ
「
換
骨
奪
胎
」
の
好
例
と
い
え
る
。

９田
家
ニ
觀
ル

二
池
蓮
ヲ

一	

六
月
晦
日
立
秋
分
韻
得
タ
リ

二
麻
字
ヲ

一

　
　

菊
舎	

　
　

太
宰
春
台

清
風
夏
晚
到
リ

二
田
家
ニ

一	

柴
門
茅
屋
似
タ
リ

二
田
家
ニ

一

側
見
ス
池
中
皎
潔
ノ
花	

烈
日
斜
陽
照
ラ
ス

二
槿
花
ヲ

一

豈
ニ
羨
マ
ン
ヤ

二
愛
シ
テ

レ
蓮
ヲ	

莫
カ
レ

レ
厭
フ
コ
ト

二
園
林
ニ
殘
暑
ノ
在
ル
ヲ

一

君
子
ノ
賞
ヅ
ル
ヲ

一

雨
餘
隨
意
和
ス

二
桑
麻
ニ

一	

朝
來
秋
氣
入
ル

二
桑
麻
ニ

一

麻
に
交
る
蓬
ぎ
又
々
蓮
白
し

稿
本
『
文
化
五
年
漢
詩
・
発
句
集
』�

『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』

（『
全
集
』
五
九
六
頁
）�

（
後
稿
卷
二
・
一
八　

一
一
一
頁
）
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（
一
八
〇
八
年
作
）

　

二
重
傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
、
菊
舎
の
詩
に
は
、
春
台
の
詩
に
見
ら
れ
る
「
田

家
」、「
花
」、「
桑
麻
」
と
い
っ
た
語
句
お
よ
び
そ
れ
ら
に
含
ま
れ
る
韻
字
が
、
そ

の
ま
ま
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
句
ご
と
の
語
の
用

い
方
に
お
い
て
も
極
め
て
類
似
し
て
お
り
、
菊
舎
が
春
台
詩
の
語
彙
や
音
の
響
き

を
意
識
し
て
詩
を
創
作
し
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

10依
二
韻
シ
萬
松
院
主
ニ

一
却
テ
奉
ル

レ
寄
セ　

秋
日
野
望

　
　
　

菊
舎	

　
　

太
宰
春
台

爽
氣
漫
々
望
メ
バ
欲
シ

レ
迷
ハ
ン
ト	

平
野
ハ
漫
漫
ト
シ
テ
望
欲
シ

レ
迷
ハ
ン
ト

禪
宮
攀
ジ
得
テ
與
ニ

レ
雲
ト
霽
ル	

高
林
ハ
蓊
欝
ト
シ
テ
日
初
メ
テ
低
ル

群
賢
法
外
梧
桐
ノ
下	

晚
禾
ノ
田
畝
農
人
度
リ

定
メ
テ
是
レ
秋
風
入
ル

二
各
題
ニ

一	

秋
草
ノ
池
頭
牧
馬
嘶
ク

雲
飛
て
風
流
さ
ぞ
な
み
ね
の
秋	

百
里
ノ
隂
雲
歸
シ

二
遠
岫
ニ

一

　

	

三
旬
ノ
潦
水
注
グ

二
清
溪
ニ

一

	

閑
吟
散
步
シ
テ
無
聊
甚
シ

	

喚
ビ
‒
二
取
リ
テ

二
村
醪
ヲ

一
誰
ト
與
ニ
カ
擕
ヘ
ン

稿
本
『
文
化
五
年
漢
詩
・
発
句
集
』�

『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』

（『
全
集
』
五
九
八
頁
）�

（
後
稿
卷
二
・
一　

一
〇
二
頁
）

（
一
八
〇
八
年
作
）

　

二
重
傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
、
菊
舎
詩
の
起
句
「
漫
々
望
欲
迷
」
は
、
春
台
詩

の
首
聯
第
一
句
か
ら
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
両
詩
は
い

ず
れ
も
秋
の
景
色
を
詠
ん
で
お
り
、
そ
の
共
通
す
る
詩
情
が
、
菊
舎
に
よ
る
こ
の

借
用
の
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
受
容
の
あ
り
方
は
、
前
掲
の

漢
詩
５
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
る
。
な
お
、
菊
舎
の
詩
は
七
言
絶
句
で
あ
り
、「
詩

諧
」
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
春
台
の
詩
は
七
言
律
詩
で
あ
る
。

11除
夜
宿
シ
二
光
隆
寺
ニ

一
彈
ズ

レ
琴
ヲ	

除
夕
與
ニ

二
友
人
ト

一
吹
テ

レ
笛
ヲ

呈
ス

二
主
人
知
影
師
ニ

一	

得
タ
リ

二
人
字
ヲ

一

　
　
　
　

菊
舎	

　
　

太
宰
春
台

除
夕
彈
ズ
レ
バ

レ
琴
ヲ
情
更
ニ
新
ニ	

雙
鬢
休
メ
ヨ

レ
言
フ
コ
ト
ヲ
白
髮
新
ナ
リ
ト

偶
然
又
値
フ
一
年
ノ
春	

明
朝
又
見
ル
一
年
ノ
春

入
ル

レ
絃
ニ
淑
氣
ハ
殊
ニ
堪
フ

レ
和
ス
ル
ニ	

盈
ツ
ル

レ
樽
ニ
淑
氣
ハ
殊
ニ
堪
フ

レ
挹
ス
ル
ニ

況
ン
ヤ
復
タ
主
人
知
ル

レ
律
ヲ
人
ナ
ル
ヲ
ヤ	

�

况
ン
ヤ
有
ル
ヲ
ヤ

二
當
タ
リ

レ
筵
ニ
吹
ク

レ
律
ヲ

人
一

呂
に
律
に
年
の
を
長
き
調
か
な

稿
本
『
都
の
不
二
』�

『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』

（『
全
集
』
六
三
八
頁
）�

（
後
稿
卷
二
・
一
三　

一
〇
八
頁
）

（
文
化
九
年<

一
八
一
三>

作
） 

　

両
詩
の
関
係
は
単
な
る
転
用
で
は
な
く
、
い
ず
れ
も
除
夜
に
際
し
、
新
年
を
寿
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菊
舎
の
太
宰
春
台
詩
受
容
に
つ
い
て
　
　
李
　
夢
幻

ぎ
つ
つ
、
琴
（
菊
舎
）
や
笛
（
春
台
）
と
い
っ
た
楽
器
の
音
に
託
し
て
そ
の
情
趣

を
詠
じ
て
お
り
、
情
景
の
設
定
に
お
い
て
非
常
に
類
似
し
て
い
る
。
二
重
傍
線
で

示
し
た
よ
う
に
、起
句
で
は
菊
舎
、春
台
の
両
詩
と
も
に
句
末
が
「
新
」
で
終
わ
っ

て
お
り
、
承
句
に
お
い
て
も
、
菊
舎
が
「
又
見0

一
年
春
」
と
詠
む
の
に
対
し
、
春

台
は
「
又
値0

一
年
春
」
と
、
一
字
違
い
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
転
句

で
は
菊
舎
が
「
淑
気
殊
堪
挹0

」、
春
台
が
「
淑
気
殊
堪
和0

」
と
、
こ
ち
ら
も
わ
ず

か
一
字
の
差
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
結
句
で
も
、
菊
舎
の
「
况
有0

…
吹0

律
人
」
と

春
台
の
「
况
復0

…
知0

律
人
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
語
彙
、
構
文
と
も
に
き
わ
め
て

近
い
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
菊
舎
は
各
句
に
お
い
て
春
台
詩
を
意
識
的
に
参
照
し
て
お
り
、

単
に
韻
字
を
踏
む
に
と
ど
ま
ら
ず
、
詩
の
構
成
や
発
想
そ
の
も
の
を
巧
み
に
借
用

し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
加
え
て
、
本
詩
に
お
い
て
も
「
詩
諧
」
の
形
式
を

採
用
し
て
お
り
、
最
後
に
発
句
を
添
え
る
菊
舎
独
自
の
作
風
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
菊
舎
に
よ
る
最
初
の
春
台
詩
受
容
は
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）、
五

十
一
歳
の
と
き
の
作
と
さ
れ
る
が
、
本
作
は
そ
れ
か
ら
十
年
を
経
た
作
で
あ
る
。

菊
舎
が
十
年
に
わ
た
り
同
一
詩
人
の
作
品
を
受
容
し
続
け
た
こ
と
か
ら
、『
紫
芝

園
稿
』
後
稿
巻
二
に
収
め
ら
れ
た
春
台
の
詩
群
は
、
菊
舎
に
と
っ
て
き
わ
め
て
有

用
な
作
詩
の
手
本
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
菊
舎
は
、
自
身
の
置
か
れ
た
状
況

に
応
じ
、
特
に
社
交
的
な
場
面
に
お
け
る
挨
拶
吟
と
し
て
春
台
の
漢
詩
を
手
本
に

し
、
そ
れ
ら
に
擬
え
て
最
後
に
自
分
の
得
意
分
野
と
し
て
の
発
句
を
詠
ん
で
付
け

加
え
る
と
い
う
、
菊
舎
独
特
の
詩
諧
形
式
に
仕
上
げ
る
手
法
が
常
の
こ
と
で
あ
っ

た
と
窺
え
る
。

12三
日
遊
ブ

二
馬
場
氏
宅
ニ

一	
�

送
ル

三
天
門
慧
寂
二
師
ノ
之
ク
ヲ

二
西
京
ニ

一

三
首 

其
ノ
三

　
　

菊
舎	

　
　

太
宰
春
台

江
水
ニ
映
ジ

二
桃
花
ニ

一	

江
水
東
南
ニ
流
レ

流
觴
浮
カ
ビ
テ
不
レ
住
マ
ラ	

遊
人
去
テ
不
レ
住
マ
ラ

醉
餘
筆
硯
ノ
遊
ビ	

行
テ
遇
フ

二
桃
花
ノ
時
ニ

一

似
タ
リ

レ
忘
ル
ル
ニ

二
武
陵
ノ
路
一	

莫
カ
レ

レ
忘
ル
ル
コ
ト

二
武
陵
ノ
路
ヲ

一

帰
る
み
ち
も
さ
ら
に
忘
れ
て
桃
の
け
ふ

稿
本
『
都
の
玉
ぎ
ぬ
』�

『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』

（『
全
集
』
六
五
二
頁
）�

（
後
稿
卷
二
・
五　

一
〇
四
頁
）

（
文
化
十
年<

一
八
一
四>

作
）

　

二
重
傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
、
両
詩
は
い
ず
れ
も
、
起
句
に
「
江
水
」、
承
句

に
「
不
住
」、
結
句
に
「
忘
武
陵
路
」
と
い
う
語
句
を
共
通
し
て
用
い
て
い
る
。

ま
た
、
句
の
位
置
は
異
な
る
も
の
の
、
波
線
で
示
さ
れ
る
「
桃
花
」
の
イ
メ
ー
ジ

も
両
詩
に
共
通
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

菊
舎
は
春
台
詩
の
骨
組
や
典
故
の
使
用
法
を
巧
み
に
借
用
し
つ
つ
、
自
身
の
詩
的

意
図
に
応
じ
、
春
台
に
よ
る
送
別
詩
を
上
巳
の
節
句
に
詠
む
詩
へ
と
書
き
換
え
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
菊
舎
の
詩
は
「
詩
諧
」
の
形
式
を
取
っ
て
お
り
、

各
句
の
構
造
や
韻
律
に
も
春
台
詩
の
影
響
が
色
濃
く
表
れ
て
い
る
。
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13武
久
村
一
〇
宿
シ
テ

二
弓
削
田
一
一
氏
ニ

一	

謝
ス

三
長
坂
國
父
ノ
惠
ム
ニ

二
家
釀
ヲ

一

有
リ

レ
感

　
　
　
　

菊
舎	

　
　

太
宰
春
台

瓮
裏
ノ
香
醪
醉
ヒ
テ
不
レ
醒
メ	

瓮
裏
ノ
香
醪
熟
ス

二
後
厨
ニ

一

映
ジ
テ

レ
杯
ニ
秋
色
最
モ
分
明
ナ
リ	

送
リ
來
タ
ル
春
色
解
ク

二
屠
蘇
ヲ

一

偶
然
相
對
ス
林
間
ノ
月	

偶
然
閒
カ
ニ
對
ス
林
間
ノ
月

照
見
ス
風
流
今
古
ノ
情　

	

終
夕
頻
ニ
傾
ク

二
白
王
壺
ヲ

一

く
み
な
が
す
世
は
へ
だ
て
な
し
古
酒
新
酒

稿
本
『
都
の
玉
ぎ
ぬ
』　　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』

（『
全
集
』
六
六
三
頁
）　　
　
　
　
　
　
（
後
稿
卷
二
・
八　

一
〇
六
頁
）

（
文
化
十
年<

一
八
一
四>

作
）

　

菊
舎
の
詩
に
お
い
て
、
起
句
の
「
瓮
裏
香
醪
」
や
転
句
の
一
句
は
春
台
の
詩
句

一
〇　

現
在
の
山
口
県
下
関
市
武
久
町

一
一　

�

菊
舎
の
実
家
で
あ
る
印
内
田
上
家
と
武
久
の
弓
削
田
家
と
は
、
菊
舎
の
父
由
永
の
代
に

お
い
て
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
菊
舎
の
実
弟
田
上
由
規
（
多
聞
次
）
の
妻
が
弓
削
田

忠
隣
の
娘
（
於
高
）、
由
規
が
亡
く
な
っ
た
後
の
印
内
田
上
家
当
主
に
、
弓
削
田
忠
隣

の
末
子
由
郷
（
鉄
平
）
を
養
子
に
迎
え
て
い
る
。（
由
規
の
妻
と
養
子
鉄
平
と
は
、
実

の
姉
弟
）、
菊
舎
の
父
由
永
の
実
弟
で
あ
る
中
川
好
常
の
養
子
に
も
弓
削
田
忠
隣
の
三

男
好
利
を
迎
え
て
い
る
。（
菊
舎
と
は
義
従
兄
弟
）
印
内
田
上
家
は
家
禄
四
十
石
、
弓

削
田
家
は
三
五
石
。
両
家
と
も
に
家
格
は
、
御
中
扈
従
で
あ
っ
た
。

　
　

�

―
『
菊
舎
研
究
ノ
ー
ト
』
第
二
号
（
菊
舎
顕
彰
会
、二
〇
〇
七
年
一
月
）
山
﨑
和
富
「
菊

舎
に
関
わ
る
系
譜
（
上
）」
の
「
四　

弓
削
田
家
の
こ
と
（
菊
舎
と
弓
削
田
家
）」
一
七

頁
か
ら
の
引
用
。

を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
借
用
し
て
い
る
。
春
台
の
詩
は
詩
題
「
謝
惠
家
釀
」
が
示
す
よ

う
に
、
ふ
る
ま
わ
れ
た
酒
の
美
味
し
さ
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
林
間
の
月
に
向

か
っ
て
頻
り
に
酒
を
楽
し
む
情
景
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
菊
舎
の
詩
も
酒
を

詠
ん
で
い
る
が
、
最
後
の
発
句
に
「
古
酒
新
酒
」
と
あ
る
よ
う
に
、
春
日
の
飲
酒

を
詠
ん
だ
春
台
と
は
異
な
り
、
秋
日
の
飲
酒
の
趣
が
漂
う
。
菊
舎
は
酒
を
飲
み
な

が
ら
、
秋
の
月
を
愛
で
、
そ
の
風
流
の
趣
が
今
も
昔
も
変
わ
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
と

い
う
感
興
を
詠
ん
で
い
る
。

　

以
上
、
菊
舎
が
春
台
の
詩
を
受
容
し
た
十
三
首
の
例
と
そ
れ
に
対
応
す
る
春
台

の
原
詩
を
並
べ
て
引
用
し
、
そ
の
受
容
の
あ
り
方
を
分
析
し
た
。
こ
れ
ら
十
三
首

は
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
か
ら
文
化
十
年
（
一
八
一
四
）
に
か
け
て
詠
ま
れ

た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
十
二
年
間
に
菊
舎
が
作
詩
の
際
、
春
台
の
詩
を
頻
繁
に
参

照
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
受
容
例
を
見
て
い
く
と
、菊
舎
は
単
に
春
台
の
語
句
を
借
用
し
た（
５

番
、
６
番
、
10
番
）
に
と
ど
ま
ら
ず
、
春
台
詩
の
構
成
そ
の
も
の
を
取
り
入
れ
て

い
る
例
も
多
く
確
認
で
き
る
。（
１
番
、
２
番
、
３
番
、
４
番
、
７
番
、
８
番
、

９
番
、
11
番
、
12
番
、
13
番
）。
特
に
韻
字
を
含
む
各
句
の
下
半
分
に
関
し
て
は
、

基
本
的
に
春
台
の
詩
句
が
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
（
１
番
、
３
番
、
４
番
、

７
番
、
８
番
、
９
番
、
11
番
、
12
番
）。

　

詩
の
内
容
に
関
し
て
も
、
菊
舎
が
春
台
と
類
似
の
情
景
を
詠
ん
だ
例
（
７
番
、

11
番
、
13
番
）
が
あ
る
一
方
で
、
春
台
の
詩
か
ら
離
れ
て
内
容
を
書
き
換
え
た
例

（
１
番
、
２
番
、
３
番
、
４
番
、
８
番
、
12
番
）
も
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
受
容

の
方
法
は
、
本
稿
に
お
い
て
「
填
詞
」
の
よ
う
な
技
法
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
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菊
舎
の
太
宰
春
台
詩
受
容
に
つ
い
て
　
　
李
　
夢
幻

　

表
現
効
果
の
面
で
は
、
春
台
詩
を
換
骨
奪
胎
す
る
か
の
よ
う
な
優
れ
た
例
（
３

番
、
４
番
、
６
番
）
が
あ
る
一
方
で
、
社
交
的
な
挨
拶
吟
と
し
て
、
春
台
詩
と
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
ぬ
形
で
借
用
し
、
最
後
に
菊
舎
独
自
の
詩
型
で
あ
る
「
詩
諧
」
に

仕
上
げ
る
こ
と
で
、
菊
舎
の
特
色
を
若
干
主
張
し
、
ま
た
そ
の
漢
詩
作
の
拙
さ
を

補
っ
て
い
る
例
（
７
番
、
９
番
、
11
番
、
13
番
）
も
確
認
し
た
。

　

十
三
首
の
受
容
例
の
う
ち
、
半
数
に
あ
た
る
六
例
（
５
番
、
６
番
、
７
番
、
８

番
、
９
番
、
10
番
）
は
い
ず
れ
も
文
化
五
年
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
一
の

稿
本
『
文
化
五
年
漢
詩
・
発
句
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
点
も
見
逃
せ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
受
容
の
あ
り
方
か
ら
推
察
す
る
と
、
菊
舎
は
『
春
臺
先
生
紫
芝
園

稿
』
後
稿
巻
二
を
常
に
手
元
に
置
い
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
は
一
八
〇
三

年
以
前
か
ら
同
巻
の
詩
を
積
極
的
に
暗
記
し
、
中
国
音
の
習
得
や
漢
詩
の
作
法
を

学
ぶ
こ
と
に
努
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
確
認
し
た
『
全

集
』
や
他
の
資
料
に
お
い
て
、
菊
舎
が
太
宰
春
台
に
つ
い
て
直
接
言
及
し
た
記
述

は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
次
節
で
は
、
菊
舎
が
な
ぜ
『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』
後
稿
巻
二

を
受
容
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
検
討
す
る
。
具
体
的
に
は
（
１
）
菊
舎
と
古
文

辞
派
と
の
関
係
（
２
）『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』
自
体
の
特
徴
と
い
う
二
つ
の
観

点
か
ら
考
察
を
進
め
た
い
。

三　

な
ぜ
『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』
で
あ
っ
た
の
か

　

菊
舎
が
本
格
的
に
漢
詩
を
作
り
始
め
た
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
年
）
頃
に
は
、

近
世
後
期
の
漢
詩
環
境
に
お
い
て
す
で
に
「
古
文
辞
派
の
退
潮
」
一
二
が
見
ら
れ
、

代
わ
っ
て
宋
詩
風
を
尊
ぶ
清
新
性
霊
詩
が
流
行
し
て
い
た
。
し
か
し
、
菊
舎
の
周

囲
の
漢
詩
人
た
ち
は
依
然
と
し
て
古
文
辞
派
の
作
風
に
基
づ
い
て
詩
作
を
行
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。「
は
じ
め
に
」
で
挙
げ
た
よ
う
に
、
菊
舎
に
影
響
を
与
え
た

山
根
南
溟
や
亀
井
幻
庵
も
い
ず
れ
も
古
文
辞
派
の
詩
人
で
あ
り
、
菊
舎
と
古
文
辞

派
と
の
関
係
を
示
す
資
料
と
し
て
、『
石
城
唱
和
集
』
と
い
う
漢
詩
唱
和
集
も
残

さ
れ
て
い
る
。

　
『
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
菊
舎
唯
一
の
自
選
版
本
『
手
折
菊
』
巻
三
に
は
、

以
下
の
よ
う
な
漢
詩
が
あ
る
。

博
多
客
舍
和
二
答
龜
老
君
見
レ
贈
已
見
松
永
豐
子
登

所
輯
石
城
唱
和
集

客
舍
迎
テ

レ
春
ヲ
坐
二
五
更
ニ

一

蕭
タ々
ル
雨
滴
入
二
琴
聲
一

賞
音
最
是
レ
龜
夫
子

遙
カ
ニ
寄
テ

二
新
詩
ヲ

一
慰
二
旅
情
一　

『
全
集
』
八
六
一
頁
（
文
化
元
年<

一
八
〇
四>

菊
舎
五
二
歳
作
）

将
ニ

ス
レ
赴
ン
ト

二
南
肥
ニ

一
別
ル

二
榮
公
ニ
於
古
横
山
一
已
見
唱

和
集　

（
石
城
唱
和
集　

李
注
）

藍
水
橋
邊
綰
（
わ
ぐ
）
ヌ

二
柳
枝
ヲ

一

肥
雲
南
ニ
指
再
遊
ノ
時

一
二　

合
山
林
太
郎
「
性
霊
論
以
降
の
漢
詩
世
界
―
近
世
漢
詩
を
ど
う
把
握
す
る
か
―
」

　
　
『
日
本
文
学
』
第
六
一
巻
、
第
一
〇
号
、
二
〇
一
二
年
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君
還
テ
試
ニ
唱
南
薫
曲

月
裡
淸
音
誰
復
タ
知
ラ
ン

『
全
集
』
八
六
二
頁
（
文
化
元
年<

一
八
〇
四>

菊
舎
五
二
歳
作
）

　

詩
題
の
割
注
に「
已
ニ
見
ユ

二
松
永
豐
子
登
所
ノ

レ
輯
ム
ル
石
城
唱
和
集
ニ

一
」や「
已
ニ

見
ユ

二
唱
和
集
ニ

一
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
松
永
子
登
編
『
石
城

唱
和
集
』
に
所
収
さ
れ
た
作
品
で
あ
り
、
右
引
の
二
首
の
ほ
か
に
、「
和
ス

二
冝
春

戸
次
君
見
ル
ニ

一
レ
贈
ヲ
已
見
唱

和
集

」（『
全
集
』
八
六
一
頁
）、「
暮
春
寓
シ
テ

二
太
宰
府
ニ

一
訪
フ

二

古
橫
山
ノ
禪
室
ヲ

一
已
見
唱

和
集

」（『
全
集
』
八
六
二
頁
）、「
幻
弇
禪
師
讀
ミ
テ

二
余
ノ
鶴
氅
裘

歌
ヲ

一
有
リ
テ

レ
詩
見
レ
贈
ラ
次
シ
テ

二
高
韻
ヲ

一
奉
ル

レ
酬
イ
」『
全
集
』
八
七
〇
頁
）
も
挙

げ
ら
れ
る
。

　
『
石
城
唱
和
集
』
一
三
の
詩
風
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
修
多
氏
は
「『
石
城
唱
和
集
』

寸
断
〈
下
巻
の
部
〉」
に
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

古
詩
や
唐
明
詩
の
擬
古
・
格
調
を
重
ん
じ
た
古
文
辞
派
の
詩
風
は
、
三
都
に

お
い
て
こ
そ
反
徂
徠
学
の
波
及
に
よ
り
既
に
清
新
な
宋
詩
風
の
流
行
に
と
っ

一
三　

�『
石
城
唱
和
集
』
に
つ
い
て
、宮
崎
修
多
「『
石
城
唱
和
集
』
寸
断
〈
上
巻
の
部
〉」（「
成

城
國
文
學
論
集
」
二
三
、
一
九
九
五
年
三
月
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　

�『
石
城
唱
和
集
』
は
近
世
後
期
筑
前
の
漢
詩
人
た
ち
の
詠
を
あ
つ
め
た
版
本
の
総

集
で
、
松
永
子
登
の
輯
、
樋
口
子
侯
奥
村
玉
蘭
の
校
訂
に
な
り
、
大
本
二
巻
二
冊
、

京
都
寺
町
二
条
南
の
書
肆
野
田
治
兵
衛
の
刊
行
に
か
か
る
。
享
和
か
ら
文
化
年
間

に
お
け
る
福
博
詩
壇
の
様
相
を
う
か
が
う
屈
強
の
資
料
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
正

確
な
刊
行
年
次
や
本
文
構
成
が
不
分
明
な
こ
と
か
ら
、
従
来
、
あ
ま
り
積
極
的
に

文
化
史
郷
土
史
に
取
入
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

て
換
わ
ら
れ
る
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
徂
徠
学
派
が
亀
井
家
を
中
心
の
威
勢

を
保
っ
て
い
た
こ
の
地
に
限
っ
て
、
寛
政
〜
文
化
年
間
に
お
い
て
ま
だ
格
調

詩
は
力
を
失
っ
て
い
な
か
っ
た
。『
石
城
唱
和
集
』
は
終
始
一
貫
し
て
そ
の

格
調
詩
風
で
覆
わ
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
文
化
期
に
至
っ
て
な
お
そ
の
風
を

前
面
に
押
し
出
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
産
物
と
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
一
四

　

こ
の
よ
う
な
詩
風
を
も
つ
『
石
城
唱
和
集
』
に
は
、
菊
舎
の
唱
和
詩
も
収
録
さ

れ
て
い
る
。
彼
女
の
作
品
は
坤
巻
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）

か
ら
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
か
け
、
菊
舎
は
毎
年
福
岡
を
訪
れ
、
亀
井
南
冥

を
は
じ
め
と
す
る
福
博
の
文
人
た
ち
と
漢
詩
の
贈
答
を
重
ね
て
い
た
。

　

偶
然
に
も
、
菊
舎
が
太
宰
春
台
の
詩
を
受
容
し
始
め
た
「
癸
亥
ノ
杪
冬
訪
フ
曇

榮
禪
師
ヲ

一
」
も
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
の
作
で
あ
る
。
曇
榮
禪
師
は
亀
井
幻

庵
の
こ
と
で
亀
井
南
冥
の
弟
に
あ
た
る
。
先
に
引
用
し
た
漢
詩
「
将
ニ
ス

レ
赴
ン
ト

二

南
肥
ニ

一
別
ル

二
栄
公
ニ
於
古
横
山
ニ

一
」（
一
八
〇
四
年
作
、「
栄
公
」
は
曇
榮
禪
師
）

も
ま
た
『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』
の
影
響
を
受
け
て
お
り
（
第
二
節
の
漢
詩
２
）、

同
時
に
『
石
城
唱
和
集
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
期
の
重
な
り

を
考
え
る
と
、
菊
舎
に
よ
る
春
台
詩
の
受
容
が
福
博
の
古
文
辞
派
の
重
鎮
で
あ
る

亀
井
南
冥
を
は
じ
め
と
す
る
詩
人
た
ち
と
の
交
流
の
中
で
生
ま
れ
た
可
能
性
を
示

唆
し
て
い
る
。

一
四　

�

宮
崎
修
多
「『
石
城
唱
和
集
』
寸
断
〈
下
巻
の
部
〉」（「
成
城
國
文
學
論
集
」
巻
三
一
、

二
〇
〇
七
年
三
月
）
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菊
舎
の
太
宰
春
台
詩
受
容
に
つ
い
て
　
　
李
　
夢
幻

　

次
に
、『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』
の
特
徴
か
ら
、
菊
舎
が
こ
の
詩
集
を
選
ん
だ

背
景
を
考
察
し
た
い
。

　

第
一
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
紫
芝
園
稿
』
は
白
文
で
書
か
れ
て
お
り
、
平

易
な
詩
風
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
実
際
、
菊
舎
が
華
音
（
中
国
音
）
や
漢
詩
の
学

習
を
始
め
た
時
期
の
記
録
が
、
稿
本
『
九
国
再
遊
墨
摺
山
』
二
に
見
え
る
。

華
音
の
稽
古
ま
す
〳
〵
な
れ
と
て
、
逍
遙
主
人
（
木
吾　

李
注
）
よ
り
四
書

白
文
を
も
と
め
て
給
り
け
れ
ば

　

窓
の
ほ
た
る
も
心
せ
よ
今
宵
か
ら　
　
（
菊
舎
）

　

涼
し
ふ
学
ぶ
道
の
ま
じ
は
り　
　
　
　

 

木
吾

　

其
自
在
あ
れ
ば
其
徳
あ
ら
は
れ
て　
　

 
左
静

　

末
略
（
寬
政
九
年<

一
七
九
七>

五
月　

李
注
）　
『
全
集
』
五
二
七
頁　

　

こ
の
記
述
か
ら
も
、
菊
舎
は
す
で
に
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
か
ら
白
文
で
漢

籍
を
読
み
始
め
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
当
時
の
菊
舎
に
と
っ
て
は
、
優
先
順
位

と
し
て
、
漢
詩
の
習
得
よ
り
も
中
国
音
の
習
得
が
優
先
さ
れ
て
い
た
。
彼
女
は
七

絃
琴
の
歌
辞
を
正
確
な
中
国
音
で
歌
う
た
め
、
中
国
音
の
習
得
に
力
を
入
れ
、
そ

の
延
長
と
し
て
漢
詩
の
学
習
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

漢
詩
学
習
用
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
は
、
当
時
流
行
し
て
い
た
『
唐
詩
選
』
は
言

う
ま
で
も
な
い
が
、
彼
女
の
交
遊
範
囲
（
筑
前
の
亀
井
南
冥
、
亀
井
幻
庵
、
萩
の

山
根
南
溟
、
肥
後
の
村
井
琴
山
、
高
本
紫
溟
ら
）
を
考
え
る
と
、
や
は
り
古
文
辞

派
の
詩
に
多
く
接
す
る
機
会
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

蘐
園
の
詩
人
た
ち
の
詩
集
の
中
で
、
春
台
の
『
紫
芝
園
稿
』
が
白
文
で
書
か
れ

て
い
る
点
は
、
す
で
に
稀
な
存
在
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
漢
詩
を
中
国
音
で
読
ん
で

も
ら
い
た
い
と
い
う
点
も
、
中
国
音
を
学
ん
で
い
た
菊
舎
に
と
っ
て
は
格
好
の
条

件
で
あ
っ
た
。
加
え
て
前
に
引
用
し
た
日
野
龍
夫
氏
の
解
説
に
も
あ
る
よ
う
に
、

太
宰
春
台
の
詩
風
は
「
古
文
辞
派
の
詩
文
と
し
て
は
平
易
な
作
風
で
あ
る
」
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
「
平
易
な
作
風
」
は
、
菊
舎
が
属
し
て
い
た
俳
諧
の
美
濃
派
の

理
念
で
あ
る
「
俗
談
平
話
」
と
共
通
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、『
紫
芝
園
稿
』
は
周
囲
の
環
境
の
影
響
も
受
け
な
が
ら
、

漢
詩
創
作
に
お
い
て
も
、
菊
舎
に
と
っ
て
非
常
に
適
し
た
漢
詩
の
入
門
書
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
春
台
の
『
紫
芝
園
稿
』
に
収
録
さ
れ
た
漢
詩
を
、
お
そ
ら
く
菊

舎
は
直
読
に
よ
っ
て
中
国
音
で
そ
れ
ら
を
暗
唱
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
彼
女
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
漢
詩
と
中
国
音
を
習
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
も
う
一
つ
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。『
紫
芝
園
稿
』
は
後
稿
巻
二

だ
け
で
な
く
、
前
稿
巻
一
〜
二
や
後
稿
巻
一
も
す
べ
て
漢
詩
集
で
あ
る
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
菊
舎
が
後
稿
巻
二
の
詩
の
み
を
受
容
し
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら

く
彼
女
が
『
紫
芝
園
稿
』
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
際
、
前
稿
巻
一
〜
二
や
後
稿
巻
一

が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
菊
舎
が
そ
れ
ら
の

詩
の
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
単
に
め
ぐ
り
あ
わ
な
か
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
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お
わ
り
に

　

以
上
の
考
察
に
よ
り
、
菊
舎
が
太
宰
春
台
『
春
臺
先
生
紫
芝
園
稿
』
後
稿
巻
二

を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
か
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
彼
女
は
こ
の
詩
集
を
漢
詩
の

入
門
書
と
し
、
中
国
音
の
習
得
も
兼
ね
て
、
春
台
の
詩
を
模
倣
し
な
が
ら
習
作
を

重
ね
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
十
年
以
上
経
っ
て
も
な
お
、
作
詩
の
際
に
『
紫
芝
園

稿
』を
手
本
と
し
続
け
、新
た
な
テ
ク
ス
ト
へ
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
を
行
わ
な
か
っ

た
こ
と
は
、
彼
女
が
春
台
詩
へ
の
深
い
愛
着
、
あ
る
い
は
漢
詩
創
作
へ
の
野
心
の

薄
さ
を
示
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

と
は
い
え
、
彼
女
自
身
も
そ
の
限
界
を
自
覚
し
て
い
て
、
漢
詩
と
は
別
の
方
向

に
文
芸
的
な
可
能
性
を
見
出
そ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
試
み
こ
そ
が
、
刊
本
『
手
折
菊
』
に
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
「
詩
諧
」
と
い

う
新
た
な
形
式
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

後
考
を
期
し
た
い
。

〈
参
考
文
献
〉

杉
本
欣
久
「
江
戸
中
期
の
漢
詩
文
に
み
る
画
人
関
係
資
料
―
事
項
一
覧
編
・
補
遺
」

（『
黒
川
古
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
〇
、
二
〇
一
一
年
）


